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集

局リ

社
会
教
脊
活
動
の
拠
点
的
施
設
と
し
て
昨

年
¥
大
洗
明
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
大
洗
町
中

央
公
民
館
ガ
開
設
さ
れ
ま
し
だ
、
ガ
¥
こ
の
疋

び
¥
そ
の
一
砲
に
図
書
室
を
設
け
¥
去
る

5

月
刊
日
に
オ
ー
プ
ン
し
¥
本
の
揺
さ
な
良
い

子
だ
ち
ゃ
¥
一
般
の
読
書
愛
好
家
の
詣
さ
ん

に
開
版
し
ま
し
だ
。

大
洗
開
の
図
書
活
動
は
従
来
¥
大
洗
巡
芭

文
庫
寸
ひ
ま
わ
り
ロ
古
L

、
ガ
定
期
的
に
各
地
墜

を
巡
屈
し
¥
図
書
の
費
出
し
を
行
な
い
旭
区

の
皆
さ
ん
に
ご
活
用
い
だ
だ
い
て
き
ま
し
だ

が
¥
新
ら
し
い
中
央
公
民
館
の
完
成
に
伴
な

っ
て
図
書
室
を
併
設
し
¥
何
時
で
も
ご
都
合

の
よ
い
時
に
利
用
で
き
る
よ
う
¥
疋
だ
い

ま
¥
剖
掲
に
よ
り
図
書
の
閲
覧
と
貸
出
し
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

闘
書
室
は
子
供
コ
ー
ナ
ー
と
般
コ
ー
ナ

i
に
分
け
ら
れ
¥
各
種
蔵
書
約
一
万
冊
、
ガ
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

閲
覧
室
も
ジ
ュ
ー
タ
ン
較
で
寝
こ
ろ
ん
で

も
み
れ
る
子
供
室
や
調
べ
も
の
や
勉
強
す
る

人
向
け
の
個
人
用
机
¥
丸
形
テ
ー
ブ
ル
な
ど

の
閲
覧
れ
等
、
か
用
意
さ
れ
¥
そ
の
ほ
か
¥
患

抜
き
に
新
聞
・
雑
誌
な
ど
を
み
る
プ
ラ
ン
ヂ

ン
グ
コ
ー
ナ
i
等
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
図
書
室
と
「
ひ
ま
わ
り
号
L

と
の
併

用
に
よ
り
¥
当
町
の
圏
書
活
動
は
充
実
度
を

一
層
増
し
¥
町
民
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日(火H昔日から金階段まで)

午前 9時30分から午後 4時30分まで

*土HI~ 臼、日 H!Jl日

午前 9時30分から午後 4時まで

*月総目、悶i廷の祝日、年末・年始

* 1人3冊以内で 2j昼間貸出いたします。

*貸出対象は、町内の般住者、勤務者、通学者。

*図書を借りるときは、「図議貸出申込議J (主主録カード)を提出して

ください。

*登録カードを提出した方は「図書芸貸出券」を交付します。

* 2問自から図替を借りるときは、「図議貸出券」により行います。

*平ヲ骨罪書館日

昭和58年度移動巡回文庫「ひまわり号」の間内巡回は、次により行います。

みなさまのご利用をお待ちいたしております。
す休館信

貴重宮外食出

ヲ金利用方法

献
本
運
動
に

ご
協
力
下
・
困
惑
い

図
書
室
の
充
笑
を
は
か
る
た
め
、
献

本
運
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

家
庭
に
ね
む
っ
て
い
る
図
書
を
生
か

す
た
め
、
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

献
本
さ
れ
る
と
き
は
、
大
洗
町
中
央

公
民
館
(
電
話
6
i
2
4
1
1
)
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
夜
接
持
参
さ
れ
る
方
は
、
中

央
公
民
館
で
受
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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「
選
腕
蹴
運
送
車
商
法
」
改

車
検
期
間
が
憩
回
日
訳
さ
れ
ま
し

七
月
一
日
か
ら
自
動
車
の

H

健
康

診
断
H

と
も
い
、
え
る
車
検
の
期
間
が

延
長
さ
れ
ま
す
。
と
同
時
に
、
定
期

点
検
項
目
が
間
業
化
さ
れ
、

特
に
六
か
月
ご
と
に
行
う
定
期
点
検

は
、
自
動
車
の
附
泣
・
袋
況
に
つ
い

て
ぷ
階
的
な
伐
術
知
械
を
持
つ
ユ
ー

ザ
ー
で
あ
れ
ば
で
さ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。こ

れ
ら
の
変
児
は
「
道
路
巡
滋
車

両
法
」
の
改
正
に
伴
、
っ
関
係
作
令
の

改
正
に
よ
り
尖
泊
さ
れ
る
も
の
で
す
。

主
な
改
正
点
、
特
に
ユ
ー
ザ
ー
白
身

で
で
き
る
点
検
万
法
な
ど
に
つ
い
て

相
介
し
ま
し
ょ
う
。

自
家
用
品
取
府
県
の
料
亭
初
回
の
車

検
有
効
期
間
が
、
い
ま
ま
で
の
三
年

か
ら
一
一
一
年
に
延
長
さ
れ
ま
す
。
逃
刑

さ
れ
る
の
は
昭
和
五
十
八
年
七
月
一

日
以
後
に
新
車
と
し
て
購
入
し
た
自

家
用
来
用
車
で
す
。

従
米
、
門
家
用
来
用
車
の
車
検
は

宇
‘
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で

す
が
、
今
川
の
法
律
改
正
に
よ
り
、

新
車
に
限
り
最
初
が
-
一
一
年
目
に
、
次

か
ら
は
一
一
年
お
き
に
車
検
を
安
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
同
時
に
、
初

回
の
六
か
月
点
検
が
不
要
に
な
り
ま

す。



第138号 (2)

六
月

日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

施

行

さ

れ

た

で

す

島市も議3書留お

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
と
き
、
何
よ
り
も
ま
ず
盟
民
の
基
本

的
人
権
の
擁
護
と
、
人
権
思
想
の
普
及

高
揚
が
詞
家
の
責
務
と
し
て
、
国
民
の

聞
か
ら
叫
ば
れ
装
一
本
的
人
権
を
基
調
と

し
た
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
背
景
の
下
に
、
昭
和
弘
年

6
月
1
臼
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し

見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権

の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

日訴Q58年6F.11E3

仲
賢
人
協
同
組
合
、
農
業
協
同
組
合
、

役
場
等
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

入
選
者

。
標
語
の
部

機
浜
小
学
校

加
部
東
真
紀
、
川
野
早
紀
子
、

林
洋
一
、
打
図
研
一
、

関

徹

、

金

田

一

也

、

毘

井

功

祝
町
小
学
校

倉
持
尚
江
、
山
本
一
之
、

前
島
由
紀
、
枝
川
恵
子

大
賞
小
学
校

柴
田
淳
司
、
井
上
典
子
、

陪
村
英
明
、
馬
場
史
世
、

小

山

陽

子

、

角

田

光

夏
海
小
学
校

菅
谷
和
代
、
小
野
寺
子
春
、

小
野
瀬
直
美

第
一
中
学
校

こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
擁

護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
生
存
す
る

上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分

だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
も
私
も
み
ん
な

人
権
が
尊
重
一
き
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
人
権
は
共
存
す
る
も
の
な

の
で
す
。

お
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
明
る
い
社

会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
私
達
の
願
い
で

す。

格
山
伸
子
、
閉
口
通
子
、

小
沼
く
に
子
、
出
口
め
ぐ
み

南
中
学
校

大
谷
古
昭
、
石
田
広
子
、

閉
口
人
士
、
渡
辺
睦
美

O
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部

機
浜
小
学
校

回
日
尖
智
子
、
鹿
島
久
枚
、

桜
井
永
英
、
検
出
篤
、

小
機
美
紀
、
自
崎
史
絵
、

名

越

淳

子

祝
町
小
学
校

牧
原
麻
衣
、
菊
池
泰
道
、

斉
藤
な
お
み
、
大
綱
現
由

大
賞
小
学
校

沢
白
幽
究
明
、
米
川
昌
行
、

小
野
瀬
千
春
、
関
根
豊
子
、

佐
藤
佳
司
、
川
上
理
津
子

玄
海
小
学
校

砂
川
由
美
、
野
口
博
士
心
、

大
井
真
紀
、
郡
司
智
行

第
一
中
学
校

田
口
憲
一
、
加
藤
田
国
孝
、

中

山

和

弘

、

大

倉

治

南
中
学
校

藤
江
リ
サ
、
砂
川
奈
津
美
、

山
田
晶
子
、
和
田
宣
子

。
書
道
の
部

磯
浜
小
学
校

小
林
靖
志
、
宮
本
順
子
、

石
臼
理
、
永
井
貴
子
、

天
野
暢
子
、
飯
島
優
子
、

高
梨
サ
オ
リ

祝
町
小
学
校

早
川
晃
代
、
寺
内
恵
美
、

役
原
理
香
、
井
田
麻
起
子

大
賞
小
学
校

加
倉
井
紀
子
、
佐
藤
貴
弘
、

須
藤
里
恵
、
板
僑
麻
弥
、

鬼
沢
利
佳
、
森
田
法
子

第
一
中
学
校

星
野
貴
子
、
高
柳
あ
ゆ
み
、

川
崎
研
一
一
、
小
沼
く
に
子

南
中
学
校

小
、
沼
健
次
、
柏
田
ひ
ろ
み
、

江
橋
美
穂
、
木
村
公
栄

本ム

た

ち

泣
世
帯
を
4
況
に
分
け
、
町
内
総
会

の
話
し
あ
い
の
結
果
、
況
長
は
各
班
毎

に
隣
り
の
家
に
順
々
に
交
替
し
1
年
任

期
と
し
て
、
常
会
の
仕
事
を
誰
も
が
理

解
し
協
力
し
あ
っ
て
運
営
し
て
い
る
。

常
会
長
は
、

4
人
(
加
部
東
・
関
根
・

中
野
谷
・
石
井
)
で
任
期
1
年
で
交
替

し
て
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

毎
年
3
月
に
班
長
、
町
内
会
長
の
引

継
を
し
て
お
き
、

4
月
上
旬
に
総
会
(
各

一戸
I
名
出
席
)
を
開
き
、
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、
協
議
、
役
員
承
認
な
ど
を

す
ま
せ
た
あ
と
で
懇
親
会
に
移
り
、
カ

ラ
オ
ケ
や
懇
談
で
楽
し
い
一
白
を
過
す

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
会
場
も
掴
沼
淀
、

ど
l
チ
パ
レ
ス
、
常
澄
村
の
湯
小
屋
な

ど
4
4
人
に
も
喜
ば
れ
る
よ
、
つ
に
配
慮
し

て
場
所
を
選
定
し
、
年
1
回
の
総
会
の

来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
待
っ
て
い
る
。

会
費
は
、

1
人
千
円
で
不
足
分
は
常

会
の
義
金
よ
り
補
助
し
て
い
る
。
本
年

度
は
、
日
帰
り
旅
行
を
計
顕
し
パ
ス
1

台
を
常
会
費
よ
り
補
効
し
須
賀
川
川
の
ボ

タ
ン
園
を
見
物
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

内
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
投
稿
を
出

向

歓

迎

し

ま

す

。

同

の

調I

i村

さ
か
の
ぼ
っ
て
、
日
年
度
の
総
会
で

常
会
の
備
品
を
保
管
す
る
小
屋
を
造
る

こ
と
を
き
め
て
、
各
戸
月
額
間
同
の
会

費
を
徴
集
す
る
こ
と
に
し
、
斑
長
が
斑

毎
に
集
金
し
、
更
に
葬
儀
の
際
の
手
伝

人
へ
の
お
金
も
全
額
常
会
に
入
れ
て
貯

金
し
つ
づ
け
て
3
年
間
、
昭
和
弘
年
9

丹
、
他
の
常
会
に
さ
き
が
け
て
立
派
な

小
屋
が
完
成
(
工
費
ね
万
円
)
し
た
。

備
品
も
購
入
し
て
小
屋
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
て
い
る
。

常
会
内
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
こ
の
よ
う
な
仕
事
が
出
来

た
も
の
と
感
謝
し
て
い
る
。

同
年
よ
り
葬
儀
の
際
の
手
伝
人
へ
の

お
金
は
、
半
額
を
常
会
に
入
れ
残
り
は

人
数
に
よ
り
平
均
、
同
額
を
分
け
て
い

る
。
(
日
数
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。
)

町
内
で
入
院
そ
の
他
が
あ
れ
ば
と
な

り
近
所
で
見
舞
し
な
ぐ
さ
め
あ
っ
て
い

る。
町
内
の
つ
き
あ
い
は
、
感
謝
と
同
情
、

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
円
満
に
む
す
ば
れ

て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

明
神
町
6
区

石
井
弘
道

町
@
県
民
税
が

決
ま
り
ま
し
た

今
年
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

町
田
市
民
税
が
決
ま
り
ま
し
た
。

勤
め
て
い
る
人
で
、
毎
月
給
料
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
方
に
は
、
勤
務
先
を

通
じ
て
5
月
初
旬
に
納
税
通
知
書
を
送

り
ま
し
た
。
納
税
の
時
期
は
、
勤
め
て

い
る
方
は
毎
月
の
給
料

(
6
月
か
ら
来

年
5
月
ま
で
の
ロ
回
)
か
ら
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
又
納
税
通
知
書
に
よ
っ

て
四
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
く
方

に
は
6
月
中
旬
頃
に
納
税
通
知
書
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。
第
1
期
は
6
月
却

白
、
第
2
期
は
8
月
叶
品
目
、
第
3
期
は

日
月
叶
品
目
、
第
4
期
は
来
年
の
1
月
目

自
の
各
期
と
な
り
ま
す
の
で
納
期
限
を

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
下
さ
い
。

護コ日
前
の
文
化
の
殿
堂
、
大
洗
文
化
セ
ン

タ
ー
周
辺
を
美
し
く
整
備
す
る
た
め
の

一
助
に
と
、
左
記
の
皆
様
方
が
沢
山
の

樹
木
を
献
木
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

お
陰
様
で
環
境
も
一
段
と
繋
備
さ

れ
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
憩
の
場
に
も
な

り
ま
し
ょ
う
。

ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戸
い

さ
両
日

棒

大
洗
町
成
田
町
二
三
四
四

杉

山

靖

茂

殿

常
同
木
印
本

黒
松

大
洗
町
磯
浜
釘
六
八
八
一

茨
交
大
洗
ホ
テ
ル

代
表
石
山
修
殿

苗
木
却
本

け
や
き
樹
木
1
本

大
洗
軒
役
場
職
員

ヘ
全
国
町
村
会
長
表
彰
J

J

受
賞
者
一
一
同
M
名

」

月弘、黒
桂守松
樹ラー

苗苗
水 木

本 本 本

医

名

ホ、クの名前は「コスモ星丸Jです

「科学万博つくは'85Jの7 スコットマークの愛称、が「コ

スモ星丸J と決まりました。

このマスコットマークは、科学万博をより身近な、続し

みやすい国際博覧会とするため PR活動などに活躍しても

らおうと、全国の小・中学生から募集し、昨年 3月に決定

されたもの。その後、国際博覧会協会内に設置された r?

スコット 7 ーク・ネ ミングに関する小委員会J で、愛称

が検討されてきました。「獲丸」は、東京都内の約2ω名の

小・中学生とその母親約50名を対象に実施した調査や各委

員から寄せられた中で、設も多かった名で、「コスモJ は

「宇宙の子J として名付けられました。今後、「科学万博

っくは'85Jを成功させるために活躍する愛らしい姿が、各

方面で見られることでしょう。

現
代
社
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
が
、
我
々
の
健
康
を
阻
(
脅
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
疲
労
を
回
復
さ
れ
る
た
め
に
は
、
休
養

と
余
暇
の
す
ご
し
方
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
効
果
的
で
し
ょ
う
か
。
単
に
肉
体

的
な
疲
労
の
場
合
は
、
十
分
な
睡
眠
だ
け
で
な
く
、
く
つ
ろ
ぎ
や
レ
ク
リ
エ
!

シ
ョ
ン
に
よ
る
気
分
転
換
が
必
要
で
す
。
快
眠
・
快
食
・
快
便
は
、
健
康
生
活

の
目
や
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
人
の
場
合
一
臼
七
時
間
か
ら
八
時
間
ぐ
っ
す

り
寝
る
こ
と
が
、
健
康
を
維
持
す
る
う
え
に
大
切
で
す
。
時
睡
眠
不
足
と
な
る
と
、

疲
労
が
体
に
蓄
積
さ
れ
、
頭
が
番
一
一
く
な
っ
た
り
、
だ
る
さ
が
出
た
り
し
て
、
病

気
や
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
か
ら
、
夜
ふ
か
し
な
ど
は
避
け
遅
く
も
十
一

時
ご
ろ
ま
で
に
は
、
必
ず
床
に
つ
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

休
日
の
上
手
な
過
し
方

成
人
男
女
(
二
十
歳
J
四
十
歳
)
の
余
暇
時
聞
は
、
総
理
府
の
社
会
生
活
基

本
調
査
(
五
六
年
)
に
よ
る
と
、
一
日
一
平
均
五
時
間
前
後
で
、
こ
の
う
ち
テ
レ

ビ
を
見
た
り
、
ゴ
ロ
寝
を
し
た
り
が
約
三
時
間
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
な
ど
が
、

約
二
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ロ
寝
や
テ
レ
ビ
で
は
な
く
、
も
っ
と
積
極
的

な
休
養
法
を
考
え
た
い
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ハ
イ
キ
ン

グ
、
魚
つ
り
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
、
あ
る
い
は
土
ま
み
れ
に
な
っ
て
の
家
庭
菜

国
や
花
だ
ん
、
つ
く
り
な
ど
、
適
度
に
か
ら
だ
を
動
か
し
、
な
に
も
か
も
忘
れ
て

集
中
で
き
れ
ば
清
新
な
気
分
を
充
実
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
日
常
の
家
庭
で

は
、
家
族
が
な
ご
や
か
に
く
つ
ろ
げ
る
雰
囲
気
づ
く
り
も
大
切
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
趣
味
や
好
み
を
上
手
に
生
か
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
聞
を
つ
く
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

健

康

生

活

の

原

則

私

的

l
、

規

則

正

し

い

生

活

婿

2
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
正
し
い
食
事

3
、
十
分
な
睡
眠

4
、

酒

タ

バ

コ

は

ひ

か

え

め

に

へ

¥

5
、

体

と

心

を

き

た

え

る

イ

ー

p-am帰

6
、
常
に
清
潔
に

F
み棚

7
、
よ
い
趣
味
を
も
ち
心
主
楽
し
ま
せ
る

4

4

8
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
検
診
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

臨時噂墨
コスモ星丸

第
出
回
全
国
水
道
週
間
が
6
月
1
日

か
ら
7
臼
ま
で
の
1
週
間
に
わ
た
っ
て

全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
水
道
の
便
利
き
に
な
れ

て
、
い
つ
し
か
ふ
ん
だ
ん
に
水
を
使
う

習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
が
、
水
は

決
し
て
「
無
限
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
が
水
道
の
水
源
の
担
い

手
で
あ
る
と
い
う
自
覚
の
も
と
に
、
ム

ダ
な
水
を
使
わ
な
い
と
い
う
心
掛
け
に

徹
し
、
水
を
上
手
に
利
用
し
て
下
さ
い
。

町
で
は
、
水
道
週
間
に
ち
な
ん
で
、

管
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
か

ら
作
品
の
募
集
を
行
な
い
ま
し
た
。

関
係
者
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果

次
の
作
品
が
入
選
と
決
ま
り
賞
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

作
品
の
展
示
は
、
水
道
週
間
中
、
町

内
の
各
銀
行
、
大
洗
町
漁
業
協
同
組

合
、
水
産
加
工
業
協
同
組
合
、
水
産
物

疲
労
の
国
復
健
康
づ
く
り
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町
民
文
化
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、
文

化
の
象
徴
的
殿
堂
で
あ
る
大
洗
町
文
化

セ
ン
タ
ー
・
町
民
会
館
前
に
、
こ
の
た

び
、
民
謡
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
茨
城
船

甚
句
碑
が
立
派
に
完
成
し
、
去
る
5
月

日
日
に
盛
大
な
除
幕
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。茨

城
掛
甚
勾
は
大
洗
を
中
心
と
し
た

もあ事苔お(3)第138号

三
浜
地
方
で
昔
か
ら
畷
わ
れ
て
き
た

「
網
の
し
唄
」
の
元
唄
と
も
い
わ
れ
、

漁
師
が
漁
携
の
た
め
漁
舟
を
操
り
な
が

ら
唄
っ
た
「
櫓
こ
ぎ
唄
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
、
海
の
男
た
ち
の
労
働
の
唄
に
、

昭
和
お
年
春
、
祝
町
の
石
沢
竹
楽
さ
ん

が
「
茨
城
船
甚
句
」
と
名
付
け
、

の
供
給
事
業
に
尽
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
傍
、
磯
浜
町
民
生
委
員
、
磯
浜

大
貫
薬
業
組
合
長
、
磯
浜
町
臨
工
会

副
会
長
、
水
戸
地
検
審
資
会
会
長
な

ど
数
多
く
の
要
職
に
も
就
か
れ
、
地

域
振
興
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、
昭
和

田
年
に
文
部
大
臣
表
彰
、
翌
日
年
に

は
日
本
薬
剤
師
会
有
功
章
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
数
々
の
功
績
と
、
島
囲
か
ら

も
深
く
信
頼
さ
れ
て
い
る
誠
実
謹
厳

な
お
人
柄
が
、
今
回
、
国
の
認
め
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
去
る
5
月
幻
日
に

黄
綬
褒
章
の
受
章
と
い
う
大
き
な
栄

誉
を
担
わ
れ
た
も
の
で
す
。
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

江
口
さ
ん
の
受
章
は
ご
本
人
の
み

な
ら
ず
、
町
に
と
っ
て
も
大
き
な
誇

り
で
あ
り
、
衷
心
よ
り
敬
意
と
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ら
伝
わ
る
歌
詞
に

へ
朝
も
早
よ
か
ら
出
船
の
仕
度

港
大
漁
で
マ
、
不
揃
い

と
い
う
歌
詞
を
補
作
し
、
以
来
全
国
の

民
謡
愛
好
者
に
唄
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

こ
の
民
謡
碑
の
建
立
に
は
茨
城
県
民

謡
協
会
(
石
沢
竹
楽
理
事
長
・
会
員
側

名
)
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
、
こ

よ
な
く
民
謡
を
愛
好
す
る
多
く
の
人
々

に
呼
び
か
け
、
ご
理
解
と
浄
財
の
寄
附

を
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
完
成
を
み
た
も

の
で
す
。

除
幕
式
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
招
待
・

関
係
の
皆
さ
ん
約
旧
名
列
席
の
中
で
、

大
洗
神
社
の
神
宮
に
よ
り
厳
か
に
執
り

行
な
わ
れ
、
竹
内
町
長
と
一
治
沢
会
長
の

除
幕
で
式
典
は
滞
り
な
く
お
わ
り
ま
し

た

茨

城

船

甚

句

六
一
割
も
早
よ
か
ら
出
船
の
仕
た
く

港
大
漁
で
戸
レ
サ
マ
ネ
揃
い

ヨ
i
イ
ヨ
ー
ィ

ヨ
|
イ
ヤ
セ

ヨ
i
イ
ヤ
セ
コ
イ
シ
ョ

ヘ
出
船
見
送
り
大
漁
を
祈
願

せ
め
て
波
風

戸
レ
サ

お
だ
や
か
に

円
¥
沖
で
鰹
の
背
を
見
た
と
き
は

四
寸
一
厚
み
の

戸
レ
サ

極
ガ
し
な
る

ヘ
背
山
か
く
し
て
泣
く
せ
み
に
く
い

ま
た
も
櫓
か
い
に

戸
レ
サ
だ
よ
る
気
か

ヘ
押
せ
や
押
せ
押
せ
八
丁
櫓
で
押
せ
や

押
せ
ば
港
ガ

戸
レ
サ

近
く
な
る

富
一
父
通
安
全
運
勤
務
}
鰻
開

J 

交
通
事
故
の
恐
ろ
し
き
は
、
誰
も
が

知
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
減

ら
な
い
で
い
る
の
が
現
実
で
す
。

昭
和
町
年
中
に
、
町
内
で
発
生
し
た

交
通
事
故
は
部
件
。
こ
れ
に
よ
っ
て
6

人
が
死
亡
し
、
間
人
が
ケ
ガ
を
し
て
い

ま
す
。こ

の
よ
う
な
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

一
招
し
よ
う
と
去
る
5
月
日
目
か
ら
却

日
ま
で
の
日
日
間
、
水
戸
池
区
交
通
安

全
協
会
大
洗
支
部
(
小
機
五
朗
支
部

長
)
、
大
洗
交
通
安
全
母
の
会
(
柳
陥

幸
江
会
長
)
、
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
(
岸
根
康
副
部
会
長
)
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
団
体
の
ご
協
力
を
頂
き
、
昭

和
田
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通

安
全
思
想
、
交
通
道
徳
を
身
に
つ
け
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
マ
ナ
ー

を
高
め
て
、
交
通
事
故
防
止
を
徹
底
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

初
日
の
日
日
に
は
、
常
陽
銀
行
前
と

電
話
局
の
前
で
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
臼
運

動
街
頭
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
交
通
安
全
車

両
パ
レ
ー
ド
が
行
な
わ
れ
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。運

動
期
間
中
、
街
頭
立
哨
指
導
、
交

通
安
全
教
育
の
推
進
、
通
学
路
・
交
通

環
境
等
の
点
検
な
ど
、
各
種
の
交
通
安

全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
私
た
ち
…

人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
、
も
う
…
度
考
、
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

O
思
い
や
り
ゆ
ず
る
心
で

間
ぐ
事
故

O
た
し
か
め
て
渡
る
あ
な
た
が

子
の
手
本

O
急
い
で
も
き
ち
ん
と
見
ま
す

み
ぎ
ひ
だ
り

よ

溺
れ
た
時
の
救
急
処
置

幼
児
の
死
亡
原
因
が
不
慮
の
事
故

に
よ
る
も
の
は
多
く
、
中
で
も
、
水

の
事
故
は
交
通
事
故
よ
り
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
川
や
海
だ
け

で
な
く
家
で
の
浴
槽
や
庭
先
で
の
プ

ー
ル
遊
び
、
或
い
は
浅
い
側
溝
な
ど

で
も
起
き
て
い
ま
す
。

で
は
、
そ
の
よ
う
な
「
溺
れ
」
の

事
故
に
出
合
っ
た
時
の
救
急
処
還
を

次
に
掲
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

O
「
溺
れ
」
に
出
合
っ
た
と
き
に
は

①
水
中
か
ら
身
体
を
引
き
揚
げ

る。

②
呼
吸
の
有
無
を
確
か
め
る
。

③
手
当
の
出
来
る
場
所
に
移
動
す

る。

④
人
工
呼
吸
(
口
内
の
泥
な
ど
を

除
い
て
か
ら
)
を
す
る
。

②
身
体
の
保
温
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

す
る
。

⑤
消
防
署
へ
別
番
通
報
(
救
急
車

の
要
請
)
を
す
る
。

O
呼
盟
が
停
止
し
て
い
る
と
き
に
は

呼
吸
が
止
ま
る
と
2
1
4
分
で
脳

細
胞
が
侵
さ
れ
、

4
分
以
上
た
つ
と

心
蔵
が
止
ま
り
死
亡
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
一
刻
も

平
く
人
工
呼
吸
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ロ
対
ロ
の
人
工
呼
吸
法

①
ま
ず
衣
服
を
ゆ
る
め
て
あ
お
向

け
に
寝
か
せ
る
。
次
に
、
吹
き
込

む
怠
が
通
り
や
す
い
よ
う
、
患
者

の
首
の
後
ろ
に
手
を
当
て
て
頭
を

そ
ら
せ
、
の
ど
を
真
っ
す
ぐ
に
す

る
。
こ
れ
を
「
気
道
確
保
」
と
い

う
。
口
を
閉
じ
た
ま
ま
の
と
き
は

口
を
聞
か
せ
る
。

②
深
く
白
川
を
吸
い
、
口
を
大
き
く

開
い
て
怠
者
の
口
の
周
り
に
ぴ
っ

た
り
つ
け
、
白
押
を
つ
ま
ん
で
息
が

漏
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
吹
き
込

む
。
乳
幼
児
の
場
合
は
、
鼻
も
一

諸
に
口
で
お
お
い
、
口
と
鼻
の
両

方
か
ら
絢
が
ふ
く
ら
む
ま
で
、
怠

を
吹
き
込
む
。

③
患
者
の
胸
が
ふ
く
ら
ん
で
き
た

ら
口
を
離
し
、
胸
が
沈
ん
で
怠
が

吐
き
出
さ
れ
る
の
を
確
か
め
る
。

初
め
の
四
J
五
回
は
早
く
、
ま

た
強
く
忍
を
吹
き
込
み
、
そ
の
後

は
5
秒
に
一
回
ぐ
ら
い
の
割
合
で

行
な
う
。
子
供
の
場
合
は
、
回
数

を
心
も
ち
多
く
し
、
吹
き
込
む
怠

は
弱
く
す
る
。

患
者
が
自
発
的
に
呼
吸
し
始
め

た
ら
、
そ
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て

行
な
う
。
回
復
は
間
近
。

第

7
田
春
季
町
民
野
球
大
会

海
岸
病
院
が
初
優
勝

去
る
4
月
山
抗
日
、

5
月
1
日、

8
日

の
各
日
曜
日
売
利
用
し
て
、
第
7
間
春

季
町
民
野
球
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
て
親
睦
を
は
か
り
、
地
域初優勝に喜ぶ海岸病院の選手

に
住
む
人
達
の
逮
帝
を
深
め
る
た
め
に

行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

今
大
会
の
出
場
チ
l
ム
は
、
乱
チ
ー

ム
で
し
た
が
、
選
手
の
み
な
さ
ん
は
日

唱
の
練
習
成
果
を
充
分
に
発
揮
し
、
各

グ
ラ
ン
ド
で
は
好
試
合
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。最

終
日
の
5
月
8
日
に
は
、
準
決
勝

と
決
勝
戦
の
3
試
合
が
行
な
わ
れ
、
そ

の
結
果
海
岸
病
院
チ
!
ム
が
優
勝
の
栄

誉
を
か
ち
と
り
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

海

岸

病

院

準

優

勝

田

山

由

工

第
3
位

高

橋

農

機

原
研
・
大
洗

自
民
年
金
σ〉

品老

存整
る:工
と車
、~を
2265 
官、歳
さ
h 前

五か
ら

す

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
と
通
算
老
齢

年
金
は
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
条
件
を
満

た
し
て
い
れ
ば
、
六
十
歳
か
ら
六
十
四

歳
ま
で
の
間
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
希
望

す
る
年
齢
に
六
十
五
歳
ま
で
待
た
ず
に

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
繰
り
上
げ
請
求
を
し
ま
す

と
、
そ
の
年
金
額
は
六
十
五
歳
で
受
け
る
額
に
比
べ
て
最
低
十
一
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
最
高
四
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
国
民
年
金
保
険
料
を
二
十
五
年
間
約
め
た
人
は
、
六
十
五
歳
に
な

る
と
五
六
五
、
五

O
O円
の
年
金
額
が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
六
十
歳
で
繰
り
上
げ

請
求
を
し
ま
す
と
、
四
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
さ
れ
三
二
八
、

0
0
0円
に
な
っ

て
し
ま
い
そ
の
年
金
額
は
生
波
変
わ
り
ま
せ
ん
。
繰
り
上
げ
請
求
を
さ
れ
る
と

き
は
よ
く
考
、
え
て
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
繰
り
上
げ
支
給
の
滅
額
率

~~ ーム- -よー ~ 
/¥F¥/¥/¥F¥  ':l霊ι， 
十十十十十
四三ニ一歳

出合
歳歳歳歳以
以以以以上

E寺
上上上上六
六六六六十

の十十十十一
五1m三二歳

年
歳歳歳歳未
米未来未満

齢1前j荷i筒i筒

年金六十

額五
00000 に歳
-・ 対てや

一二二三四 す受
-0八五二 るけ

減る

額率べき

盟
畏
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
⑦

⑧
あ
し

国
鉄
陸
羽
東
線
大
堀
駅
下
車
、
歩
い
て
十
五
分
。
(
団
体
に
は
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
送
迎
あ
り
)

⑧
ひ
と
ロ
カ
イ
ド

野
鳥
の
声
が
窓
辺
に
き
こ
え
る
大
自
然
の
や
め
保
養
セ
ン
タ
ー
。
自
慢
の

「
ふ
る
さ
と
鍋
し
は
ふ
き
、
わ
ら
ぴ
、
み
ず
な
、
う
ど
な
ど
の
山
菜
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
い
、
各
自
の
好
み
に
応
じ
て
み
そ
で
味
つ
け
す
る
の
が
特
徴
。
冬
の
夜

な
ど
は
体
中
が
以
か
く
な
る
お
ふ
く
ろ
の
味
だ
。
土
小
倉
ス
キ

i
場
に
も
近
く
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
ス
キ
|
場
ま
で
直
行
し
て
く
れ
る
。

@
宿
泊
利
用
料
(
一
泊
二
食
付
・
奉
仕
料
・
入
湯
税
・
料
欽
税
込
み
)

被
保
険
者
等
:
・
・
:
四
、
五
五

O
円

一
般
:
・
:
四
、
九
九

O
円

小
・
中
学
生
:
:
:
四
、
二

O
円

綴
予
約
申
込
み
。
問
合
せ

直
接
「
も
が
み
」
へ

一γ
9
9
9
1
6
2

山
形
県
最
上
郡
最
上
町
大
字
大
堀

T
E
L
0
2
3
3
4
 

4
 
っし】
Q
U
1
A
1
A

も

カミ

島由み

(
山
形
県
議
上
町
)



第138号 (4)

誰
に
で
も
で
き
る
健
康
と
美
容
の
為

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
で
す
。

お
気
軽
に
ご
言
下
き
い
。

⑧

日

時

6
月
ロ
日
制
問
1
時
却
分

⑧
場
所
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

〔
大
会
議
室
〕

@

入

場

料

無

料

⑧
対
象
健
康
に
興
味
あ
る
方
な
ら

誰
で
も
(
男
女
関
わ
ず
)

⑧

講

師

B
本
ボ
デ
ィ
ビ
ル
透
明
皿
理
事

医
学
博
士
後
藤
紀
久
氏

@
実
技
指
導
及
ぴ
ゲ
ス
ト
ポ

i
ズ

1
9
8
2
ミ
ス
ボ
デ
ィ
ビ
ュ
上
ア
フ
ル
準
優
勝

1
9
8
2
ミ
ス
国
際
響
室
長
代
表

須
藤
ゆ
き
氏

@

内

容

①
健
康
管
理
の
重
一
要
性
に
つ
い
て
。

(
減
量
食
事
法
、
ビ
タ
ミ
ン
摂
取

法
、
病
気
な
ど
に
つ
い
て
)

②
自
宅
で
出
来
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法

の
実
技
と
解
説
。

(
一
肩
こ
り
、
腰
痛
、
美
容
等
)

菌
選
引
号
沿
い
の
み
な
さ
ん
に

着
板
の
道
路
占
崩
許
可
を

受
け
て
下
さ
い

「
自
家
用
看
板
」
が
国
道
の
境
界
よ

り
突
出
し
て
い
る
場
合
は
、
道
路
法
第

詑
条
に
よ
っ
て
道
路
点
用
物
件
と
な
り
、

道
路
管
理
者
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
許
可
を
受
け
て
い
な
い
場
合

は
至
急
許
可
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

用
紙
は
左
記
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

~"\ 

第フ関

町民挙げての大捕除
実施について

私達の住む環境を、私達 1人 1人の手

できれいにし、清潔で明るい、健康な地

域づくりをするために、昨年に引き続き

「町民総ぐるみの大掃除」を次のとおり

実施することになりました。

町民のみなさんのご協力をお瀬いいた

します。

ら通う

な
お
、
「
許
可
基
準
」
等
の
く
わ
し
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
友
記
窓
口
、
も
し

く
は
篭
話
に
て
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

コし

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局

常
陸
工
事
事
務
所
水
一
戸
山
出
張
所

水
戸
市
千
波
町
1
9
6
2
1
2

電
話

0
2
9
2
附
5
1
3
8

担
当
係
管
理
係
(
技
術
係
)

大掃除の日 大掃除の時間 大掃除の範閤・区域

明神町、東光台、 1丁

6月12日 午前6時から
司、汐見ヶ丘、 2丁目、
仲町、金沢町、祝町、
松ケ丘、通町

6月198 午前6待から 新町、永町、髭釜

7月38 午前6時から
大賞町全地区、夏海
全地区

下水、側溝などのドブ

サライ、散在している

空き缶収集、 トラック

積込み、薬斉IJの散布。

広報無線放送でお知ら

せします。

0大掃除の対象

事皆

璽
で
す
f
あ
慈
悲
も

シ
ィ
ブ
@{ywノ
ブ
し
て
み
ま
せ
ん
か

事苔昭和田年6月 1B 

ィ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

口
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

ハ
、
ウ
エ
イ
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

二
、
ゲ
ス
ト
ポ

l
ズ
(
須
田
ゆ
き
氏
)

ホ
、
質
疑
応
答

な
お
、
当
日
の
服
装
は
な
る
べ
く
動

き
や
す
い
も
の
で
ご
出
席
下
さ
い
。

く
わ
し
い
事
は
、
ボ
デ
ィ
ビ
ル
ク
ラ

ブ
和
田
慶
介
部
長
(
器
⑥
1
6
3
9
)

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

主
催
大
洗
町
体
育
協
会

主
管
大
洗
町
叫
ボ
デ
ィ
ビ
ル
ク
乏
ブ

後
援
大
洗
町
教
育
委
員
会

0実施の合図

サラ金のトラブんがふえています
サラ金を利用する前に次のことに注意しましょう。

① どうしても 借りなけれ ばなら ないか f
借りる前にも う一度 家族と相談 し、借入れ額を考えなおして

みましょう。

② このサラ金(貸金)業者は信用できるか/

県へ届出をしているか。庶民金刷業協会に加入しているか。

貸付条件・利怠計算の具体例が庖内に掲示されているか。など

が白やすとなります。

③ 利息、を確かめましょう/

サラ金 の利怠は最 高日歩30銭と決められています。 1万円借

りた場合、 1日30円、 I年で10，950円でこれを超 えると 罰郎が

適用されます。

④ 借り入れ金の返済は計画的に/

あらかじめ返済計画をたて、実行するよう心がけましょう。

返済のために他のサラ金から借りることは絶対やめましょう。

⑤ 契約内容 を 確かめ ま しょう /

契約書に箸名捺印する前に、借入れ額・期間 ・利率・返済方

法などを確かめましょう。白紙委任状には決してハンを押さな

いことです。

⑥ 領 収 書等の保管をしっかりと/

契約書はもち ろんで すが、返済 するごとに残高を確認し、利

息計算書・領収書を受けとり、保管しておきます。

⑦ 連帝保証人になるときは慎重に f
{昔主が返済できないときは、保証人が返済することになりま

す。内容をよく理解し、納得したよで保証人にな るよう注意し

ましょう。

閉会せ先は次のとおりです。

。サラ金業者の届出の有無について、県北地方総合事務所生活商

工課 0292-25-8 8 3 1 

。サラ金業者 へ の悶り 事 は

県警本部「テレフォン相談コーナー」

及びもよりの警察署へ

交法律相談について女

水戸 弁護士会 で毎遜火 曜日に、
無料で関かれます。

Cs寺間〕 午後 1s寺-3時
TEL 0292(21)3501 

郵
便
受
箱
の
設
置
に
ご
協
力
を

f

六
月
は
梅
雨
の
季
節
で
、
雨
の
日

が
多
く
な
り
ま
す
。

郵
便
局
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
お
預

か
り
し
た
郵
便
物
を
ぬ
ら
し
た
り
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
配
達
の
際
に

も
十
分
気
を
つ
け
て
い
ま
す
が
、
大

切
な
郵
便
物
を
雨
か
ら
守
り
、
保
護

す
る
た
め
に
も
、
ご
家
庭
に
お
け
る

郵
便
受
箱
の
設
置
に
一
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
郵
便
受
箱
は
、
な
る
べ
く

郵
便
局
で
お
勧
め
し
て
い
る
規
格
の

も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
大
洗
郵
便
局
)

クレジット通話サービスを
開始しまし疋
(会箇どこからかけても、料金後払い)
クレジソト通話サービスは、あらかじめ受

け持ちの電話局との閑で利用契約を給んでお
きます。通話する時は、“ 106"をタイヤノレし
て f交録電話番号J (料金の請求先として登
録した電話番号) rクレジット(踏ま正)番号Jお
よび「相手方の電話番号J を、交換手に告げ
ればキヤソシュレスで通話ができ、通話料金は
後払いというサ ビスです。(3月31日から)
〈契約の手絞きは簡単です〉

@Tr逸話料をお支払いいただく 1JO入定話」を
お決めになって、電話局へお申し込みくだ
さし」

@クレジソト番号(あなたがお決めになる暗
証番号)を主主録していただくためのコード
番号をお知らせします。

〈料金〉

利用契約料

通話料

月額 150円

100番通話の料金に 1回ご
とに30円を加算

(f90J 大洗ー東京間の通話料(3分間)
〈笠間> 150円 (100番通話の料金)+30丹

(手数料)= 180円
90円 (100番通誌の料金)+30円

(手数料)= 120円
⑨料金は、ご契約時に指定された加入電話の
毎月の料金と一緒に諮求きせていただきます。

大洗電報室E言舌局 6-2991 

〈夜間〉

0292-21-9 9 9 9 

(58.4月現在)

~ ヱド if- 前年同期 増減数

発生件 数 6 (27) 11 (32) ム 5(ム 5) 

死者数 2 (2) 1 (1) 

負傷者 数 12 (39) 14 (48) ム 2(ム 9) 

※( )内は累計を示す。

“毎月1日は突通安全の白"

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

「
生
濯
職
業
翻
鰻
健

制

酬

の

ω
事
業
所
内
で
教
育
訓
練
を
実
施
し

た
場
合
I
|
運
営
費
(
講
師
謝
金
・

教
科
書
等
)
賃
金

ω
事
業
所
外
の
教
育
訓
練
施
設
に
派

遣
し
た
場
合
|
|
入
学
料
・
受
講
料

と
賃
金

右
の
経
費
の
う
ち
大
企
業

1
?
中
小

金
業
去
の
割
合
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
左
記
に
ご
相
談

下
さ
い
。水

戸
市
桜
川
ニ
丁
目
二

l
一二五

茨
城
県
職
業
能
力
開
発
協
会

(
盟
主
戸
ニ
一

i
八
六
四
七
)

こ
の
制
度
は
、
中
高
年
齢
者
等
の
労

働
者
に
対
し
て
事
業
、
五
が
有
給
で
教
育

訓
練
を
実
施
し
た
場
合
又
は
、
特
別
に

事
業
主
が
有
給
休
椴
を
労
働
者
に
与
、
え

て
教
育
訓
練
施
設
へ
派
遣
し
た
場
合

に
、
屈
が
そ
の
経
費
及
び
賃
金
の
一
部

を
給
付
金
と
し
て
事
業
、
去
に
支
給
す
る

制
度
で
す
。

。
受
給
で
き
る
事
業
主

雇
用
保
険
の
適
用
事
業
、
乏
で
事
業
内

訓
練
計
画
蓄
を
毎
年
6
月
末
日
ま
で
県

に
提
出
し
て
あ
る
事
業
、
王
一
で
あ
る
こ
と

0

0
支
給
内
容

大洗町における交通事故の発生状況回司会

、-

案

内」

昭和58年度鱒人スポーツ殺意

議参加者擁護義について

家庭婦人の生活の中に、スポーツ・レクリエー

ションをとり入れ、健康の保持増進と地域の人々

との交流とから、より豊かな生活の向上をめざす。

0主 催 大 洗 町 教 育 委 員 会

0 1:1蒋第 l回 6月30日同第 6回 9月10日仕)

第 2図 7月16B仕) 第 7回 9月24日仕)

第 3回 7月28臼附第 8回 10月8日(土)

第4国 8月11日休) 第9図 10月27B休)

第 5回 8月25日休) 第10図 11月12日出

(午後 1持30分-3時30分)

軽スポーツ、レクリエーション、フォーク

ダンス、レクリエーションダンス、その他。

0会 場 大洗文化センター内漁村センタ-1階研修室

0参 加 資 格 と 定 員 一 般 家 庭 婦 人 先 着50名 6月

20臼〆切

大洗町教育委員会社会教育係

官言語 6-2411

運動の出来る服装

参加料は無料

0内容

。申し込み先及び
問い合わせ

“あな疋ガ築く発通安全"

0その他
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虫
噛
l
l
p
p
清
潔
4

が
予
仲
間
の
決
め
手

六
月
四
日
か
ら
六
月
一

O
B
ま
で
の
一
週
間
は
か
歯
の
衛
生
週
間
H

で
す
。

歯
は
私
た
ち
が
食
物
を
食
べ
る
時
ば
か
り
で
な
く
、
こ
と
ば
の
発
声
に
も
黍

要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
代
の
子
ど
も
は
十
人
の
う
ち
九
人
ま
で
が

H

虫
歯
持
ち
H

と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
虫
歯
の
予
防
に
は
、
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
た

め
に
は
、
毎
食
後
の
禽
み
が
き
が
最
も
効
果
的
で
す
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
朝

と
夜
は
と
も
か
く
、
昼
食
の
後
は
仲
々
実
行
し
が
た
い
も
の
。
そ
ん
な
時
は
ロ

す
す
ぎ
を
し
て
お
く
だ
け
で
も
違
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
品
開
を
み
が
い
た
ら
、

つ
い
で
に
指
先
で
歯
ぐ
き
を
軽
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
お
く
の
も
、
歯
を
支
え
る

歯
ぐ
き
を
丈
夫
に
す
る
た
め
に
良
い
こ
と
で
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
歯
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
、
歯
ぐ
き
に
は
ビ
タ
ミ
ン

C
と
タ
ン

パ
ク
質
が
不
足
し
な
い
よ
う
に
、
栄
養
面
か
ら
の
配
慮
も
お
忘
れ
な
く
。
イ
ン

ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
加
工
食
品
を
食
べ
す
ぎ
た
り
、
糖
分
を
と
り
す
ぎ

る
と
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
バ
ラ
ン
ス
を
こ
わ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
お

子
さ
ん
の
食
生
活
に
は
、
十
分
注
意
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

〔
環
境
週
間
〕

6
月
5
E
I
刊
日

立民

権い

て


